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,

も
の
は
そ
の
所
爲
に
對
し
で
報
償^:
受
ぐ
る
乙

S

を

得

.

或
は
之
を
擔
俾
？
わ
て
.寄
托
す
る
が
如
か
第
二
次
の
へ
用 

,

べ
し
这
雕
も
、
そ
れ
以
上
を
求
む
可
か
ら
脅
。敝
る
^

]£
途
あ
る
ベ
し
。
貨
幣
の
此
樋
の
用
を
質
る
は
疋
常
な
&
0

 

:

;
tc
«

與
せ
る
丈
け
の
も
の
を
：返
附
せ
ら
る
、
ど
き
は
衡
‘

反
■

說
の
'七
に
對
す
る
答
、
利
息
を
支
拂.
ふ
も
0 '
は 

,

.

平
並
に
芷
_

の
上
：ょ
り
見
ヤ
彼
，
.
れ
地
旣̂

報
偾
を
得̂

m'
k

任
意
に
之
を
爲
すy

ぁ
ら
ず
、
其
所
有
者
が
.麻
利 

.

一
：

:̂

も
0

な
り
。
故̂

彼
れ
に
し
て
其
贫
質
の
消
鐵
以
外

|

息
に
て
貸
す
？
\

;

ど
を
#
せ
ざ
る
貨
幣
を
借
ら
ざ
る
可
か 

に
其
用
な
含‘
ー
物
の
用
'^

權
に
對
し
1:
;

、
是
れ
ょ
ぅ
多.|

ら
ざ
4

,

必
要
^

迪
り
て
之
を
爲
す
な
り
。

ぐ
を
求
む
る
：は
、
；こ

れ

實

講

ざ5,
或
物
に
對
し
て
代’

註
一
、
英
譯
獨
襲
に
詩
蓮
十
八
篇
八
節

L
L

作
れ
ど
も
指
忠
の
節 

價
を
求̂

る
^

の
に
し
て
、
此
人
の
要
求^'
不
當
な
む
。

に
は
此
一
句
な
し
？
恐
ら
く
は
誤
記
な
ち
ん
か
。 

.

反
對
說
§

六
に
對
す
る
答
、
餵
器
の
主
な
る^

途

は

f

、

英
P

獨
逸II

典
に
第
十
四
篇
觅
節
に
作
れ
ど
も
引
用
の
旬
は 

;'
;

消
費
に
办
ら
ず
、
從
で
、
を
め
所
有
櫬
を
'
保
持しな
が
ら
第
十
五
璧
節
に
ゎ
リ
。故

U

BJ
C

め
た
り
。

»
使
用
を
賣
る
，こ
ビ
は
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當

な
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反
之
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の
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な
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用
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交
換
の
爲
め
之
を
投
棄
す
る
に
在
り
。
從

て

\ 

.第

十

九

世

紀

の

文

明

史

;
,

' ;

其
使
厢
を
賣
り
同
睁
に
併
ぜ
て^
 ̂

.

及
K

文
^

史

家

；
ヒ
へ 

-

期
す
5:
'

は
疋
當
1

ら
ず
。
，
但
し
銀
器
も
第
，
1

ー：次

に

於

て
.

:

へ
：

.

'

:

は
之
^
交
換
咬
甩
に
洪
す
る
こ
旁
得
ヤ
く
斯
る
用
は
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.
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間
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崎
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万

里
 

之
を
賣
る
も
E

當
な
る
こW

を
注
意
せ
ざ
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可

か

ら
；
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述
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は
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!

と
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び5
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に
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君
 s

filf

..in the J9th. Century, I,

'O
-
.
I
OJ
.
»l
»
の
一
摩
ょ
リ
抄
譯
せ
る
む
の
で
も 

つ
て
、
文
叫
史
の
.研
究
^
忠
す
初
學
界
0

1助
と
も
な
ら
ば
、紹
介
卷 

.

の
滿
足
マ
石
断
で
あ
る
？
彼
は
次
の
如
く
に
耽
い
て
ゐ
み
。

歷
史
の
範
圆
は
漸
次
に
搬
張
せ
ら
れ
て
、
遂
に
人
文 

生
活
の
あ
ら
ゆ
.
.る
方
而
を
»
羅
ず
る
こ
と
ビ
な
つ
れ
。

:

最

皁

や

今

シ

ー
ヌ-
^

共
に
膣
更
は
國
家.
の
#.

記

\ 

.な
り
.
V

Jか
、
.フ
リ
ー
マ
ン
ヒ
共
に
歷
史
は
過
去
の
政
治
一 

ft
!

過
：ぎ
中
な
ど
ど
、
主
張
せ.ん
ビ
す
る
者
は
な
い
で
あ，| 

.

ら
ぅ
。
：諸
國
民
の
發
達
，_

の
功
績
、
：
黨
派
の
消
長
：

j

 

な
ど
は
、
侬
鮮
ビ
しH

史
象
の
興
味
を
そ
、
る
主
題
の

| 

中
に
數
へ
ら
れ
て
は
ゐ
る
が

(

併
し
，自
然
の
影
響
や
、

一
 

經
濟
的
要
素
の
勢
力
や 
>

思
想
の
起
源
せ
變
化.
や
、

»• 

學
$

s

術
、
，
宗
敎
ど®

學
、■
文
學
s

法
律
な
，ど
の
貢
献

d

『

文
明
史』

vj

は
、
政
：治
的
な
ら
ざ
る
.文

化

：
の

方

面

に
 

與
へ
ら
れ
た
名
で
あ
る
。
こ
の
流
派
の
開
祖
、
グ
ォ
ル
テ 

丨
ァ
.
.の
作
で
あ
るT

ル

イ

.十

四

世

時

代

』

は

、
國

民

の

‘
全 

生
活
好
描
寫
令
れ
た
書
物
の
初

.
、

义
を
の『

風
«
%』
は
、
;

實
：際
0
文
明
，史
0
初

€
か
る
。
.グ

ォ\

 

„ス.
.
1ァ
の
開
い 

た
道
は
、
他
の
史
家
の
追
ふ
所
と
な
つ
た
。
グ
ィ
ン
ヶ
ル 

,マ
.ン
ば
上
古
の
_

«
0'
»
&
を
ば
希
臘
思
想
の
發
露
で 

あ
る
と
し
、

へ
ー
;

ン̂
ば
商
業
0
.發
展
に
硏
究
を
進 

め
、
ユ
ス
ッ
ス
.タ
メ
.
1ザ
ー
は
農
民
に
着
ほ
し
て
經
濟
組
. 

,織
£
政
治
組
織
ビ
の
間
K
存

す

.る

關

係

を

明

に

し

か

。

へ
ル
ダ
ー
ー
派
の
主
想
：主
»
者
ば
'民

，族

精

神

に

注

意

を
 

拂
a
、
シ
ユ
ロ.ッ

サ
I
や

'ギ

ゾ

ー

の
.諸

著

は

長

足-の
，進

步
 

を

遂

げ

た0
然

る

に

尙

ほ

第

十

九

世

紀

の

前

繼

，に

於

で 

.ば

、
文
明
史
の
眞
價
ゆ
殆
ざ
認
め
&
れ
ず
、

ァ
や
ス
ム 

,
1ト
•£
コ
.ル
。フ
の
企
て

k
な
0
だ

、
文
明
の
槪
説
ば
連 

絡
の
な
：い
細
«

の
：集

成

に

：
止
つ
て
ー

.ゐ

贫

，

•
丨

.

奨

號
>
' 

.莶

や
、
生
活
の
物
質
的
條
件
や
？
民
衆
の
運
命
な
ど
S

い 

、ふ
か
如
き
問
題
は
、
今
や
少
か
ら
^
史
家
の
注
意
を
求 

む
る
之
€
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な
つ
れ
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故
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家
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»
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.
な
&

ぬ
;;
6
.

、

第
十
四#
- (

ニ一 .

六

導
' 

雜

0

笫
十
九
.世
紀
?>
文
明
史
及
：ぴ
文
明
史
家

：
.

,iv, 

-
.
V
: 

.

.

.

.
 

I
- 

.
、•■

.

.

. 

,
.v
.
. 

-

.
-
, ‘



舉

馨
;-(

1

-

六
§

 

‘雜

ノ

錄
-

第
^

^

の
ふ

.

ニ
：八©

八
#

0

雾
命
_

:

.

第
親
階
級
に
、’
政
治
家
ミ
, 

史

家

-
の

注

意

を

向

、
け
.'し

め

^

^

、

V
.
こ
.

^

事

變
U

そ
.

ば
：：

1

'
>
‘
： 

文
、f

家
：1

0:

先
®

者
.

^

し
て
.
、"
且
づ
模
鑛
を
し
て：

r
 

推
實
す
.
る
3

大
直
鑕
の
一.
人

な

る
y-
f 
\

の
：
畢

生
.
の
事
へ
/ 

業
を
主̂
-

し
て
決
定
し̂

る
も
.の
で
办
る9.

ズ

ル
.ク
バ 

ル
-ト
を
？
ラ
イ
タ
パ
ど
並
び
稱
せ
ら
れ
て
ゐ
る
ル
1

ル

.' 

は
、.
決
し
て
傑
作
<

見
.
る
べ
き
も
.
の
を
殘
1

ん
だ
が〉 

併
丫
。,
彼
は
：敎
授
と
し
て
作
家-

し
.て»

た
^

0

_

.

じ
.て
、
歷
史
的
社
會
學0
離

設

；
に
^

年
0
.生
涯
を
捧
' 

げ
，!a
つ
獨
逸
民
族
の
生
活
に_

し
て
夥
多
.の
著
述
を
い 

な
し
^
。
：
ナッ
ソ
，
丨
.公0

城
番
^

;

_
つ
‘た
«.

の
«.
«:
1-
- 

彼
を
雞
れ
て
巡
察
し
，た
;:
'0

ク
グ
：
ラ
ー
ぐ
フ.ィ
ッ
シ
ャ1
^

-
 

_

義
は
#

^

襲
術
の
変̂

べ
き
を
敎
ぺ
、f

f
ト

ビ

, 

ダ

ー

沁

マ

，
ン

は

彼

の

.滕
史
に
對
す
る.趣
味
を
®

か
じ
め
V 

れ
0
民
衆
の
«|

造
的
撒
力
を*
b

た
る
主
想
派
の
運
動
、 

並
に
：ャ
コ'
ブ
• 

f

ム
の
忠
想
に
動
か
さ
れ
、て
急
速
の
. 

發
展
を
遂
げft
る
獨
逸
國
學:0
:硏

究

：は
，
、
：
相

合

じ

ャ

.

」

.明
史
及
ぴ
文
叻
暴
-

m

i

v
八
^

'

* 

. 

.

.

. 

*

,
の
，ダ
ィ
ン
.

ラ
”
‘
.ン
妨
没
靑
¥

の
越
想
0

傾
问
.を
形
逍
り
、

ァ
，ネV

、

ス
ズ
ぞ
：ヒ
の
住
雇
ぼ̂

逸

往

古

め^-
^

生
活
に
ー 

對
1

て

：
の_
.

_

を

強

，め
^

.

?

1

A五
®

年

彼

は

'
滿

三

十
 

—〔

才
の
ど
き
、
學
識
を
以
て
間
ゆ
る
マ
ク
シ
へ
支
リ
ナ
-
ビ 

一.
1世
の
御
召
{?

ょ
.
っ
て
ミ
ュ
シ
へ
ン.
に
赴
き
、
名.
#

あ
る
' 

客
人
ミ
し
て
f

な
&

歎
待
を
受
け
、§

§

3

 

心

な

る

多

觀

識

者

を
.
引
ぎ
#
け
た
o

r

>
.ト
ン
卿 

も

一

ご

の

講

筵

に

侍

し

.
た

る

.
一

ぶ

で

あ

づ

た

、

そ

し

て

後
 

|
.

.
年
營
時
の
印
象
を
剪
述
し
；
T

、

「

人
の
茔
け
る
人
が«

.

會
.
を
.
動
か
.

^

カ̂

之
を
北̂

る
.
カ
^

併
有
し
て
'
.ゐ
る
.9
.

へ3
^

餘
年
の
昔
、.
プ
^

ク
■
ハW

ト

や

フ

ジj

1'
-
、
'
y
ン
.ダ 

V

 V

ッ
ク
ル̂

シ
モ
：
ン

ブ
^

先
立
つ
て
，
文
明
史
に
ク 

-
い

て

論

義
^

始
め
：、.
多
幸
な
る
聽
_

者
^

.

向

麥
’

, 

文
雪
上
に
存
す
冬
何
れ̂

も

ま

レ

て

、

深

遠

^,
ぞ

奪
 

史

觀

を

開

宗

し

た

』

s

.

い
，
つ

て

ゐ

る

，
o 

(

.

彼
.
は

：
い

ふ’
民
族
硏
究
は‘
獨
立
の
，

1
〗

斜
學
で
■

 

'

前
世
紀
の
未
完
の
創
造
で
あ
る

W
、

併
し
、
そ
の
思®

は
鬼
も
狗
、
材
料
は
歴
史
ミ
共
に
古
い
。
.

ホ.
I

マー

 

舊
約
全
*

は
豐
富
な
る
資
料
に
充
ち
、
.

人

類

誌

^
.
つ
い 

て
測
解
あ
る
：へU

ド

ツ
ス

は

、

歷
史
の
父
で
‘あ
る
ビ
與 

.

に
民
族
研
究
の
父
で
あ
る
ノ
タ
キ
ツ
ス
は
ァ
ぐ
の

『

獨
逸 

志』

に
於
て
、̂
/
.
め

て

系

統

的

，
に

，
人

匕

國

と

の

關

係

を
 

說
：

S
;

た
。
夫
ょ
办
、
社
會
史
の
眞
の
開
、祖
で
あ
る
ユ
ス 

ツ
ス
• 

メ1

ザ
丨̂

至
，る

麦

で

，
、
觅

^

進

步

を

見

な

か

0 

れ

。
も.の

，

I

オ

ス

ナ

ブ

.
タ
パ
ッ
ク
史

』

は

民

衆

.
の

權

荆

を

說 

:
い

我

最

初
0

嘗

で
あ

ふ

々

_次
0'
#

»

紀

は

歷

史

的

社

會

：.： 

#

k

輝
々
の
寄
興
が
々
さ
れ
れ'0
即
ち
ァ
へ
シ‘
グ
T

I 

ル
：の
«

針

學

の

劍

飴

，
ァ
ー
ダ
ム

.

0
ス
广
ミ
ス
の
鏃
濟
生
活
の.
 

研
^

、

.力-
丨
ル
*

ジ
ッ
タ.
f

の
地
趣
寧
の
主:©
、
サ
ダ
：ィ
ニ 

ン1

..
0

法
_

进
、
就
中
ダ
タ
ム
兄
弟
の
神
話
.及
び
言
語
擧 

状
.
關
す
，る
著
述̂

W

暴
^

あ
.る
o

是
等
を
*

礎
^

じ
，て.、\ 

^
r
l
y
の
，主
著『

»

逸
&

族
文̂

*』

は
作
&

れ
^

:-
^

--
0
 

で.
^

る̂

彼
は
第̂

卷「

_

+

^

人
民」

@

序
^:
^

於

-*
、
 

典
型
名
.性
格
は
定
.
'つ

抚

歷

史

的

並

に

自

然

的

!0

起

源

を

有
す
.る 
>
.
:
1
:§

を
、
彼
の
囘
肆-
^

な
■L
t

學

^

#

た

ぞ

嫌
 

べ.
て
；
ゐ^
>

_

從
'
來

裝#

的

の

：
背

餘

釔

職

ゆ

る

‘
に

止'
^

つ 

、

て

ゐ

おA

民

は

ゥ

今

や
«

响

の.
主

要

入

物

ビ

な

^

た
。

,,
,
>

:

而

し

て

：
«

史

家

に
も

將

た

政

治

家

^

も

重

要

な

る

仕

事
 

嘑
、

' 

彼
等
の
發
雄
0

,

法
則
金
理
解
す
る
こ
ミ
で
あ
る
。 

就
中
そ
.

の
.
最7

P

根

本

的

教
.4
‘
は
：自

然

：
で

あ

る

。

彼

は

：
氣
 

:

候
(£

地
.
味

の

：
差

及
^

山
.
爾
@

'5
3
1
1は
_

々

の
?|
«

を

導

く
 

4

の
で
あ
る
と
し
、
»
逸
を
三
部
に
分
つ
た
都
市
は 

«

代
世
*

伽
に
.
推
移
す
る
：^

、
：
田

園

の

生

活

は

.
敗

府

の 

'

©

動
或
は
思
想
の
滲
入̂

よ
る
ょ
り
も
、
自
然
力
の
影-
 

'

響
に
ょ
ク
て
決
す
る
の
で
あ
る
。
自
.然
が
社
會
及
び
經 

.
猶
に
及
ぼ
す
作.
用
に
つ
い
て
の
分
析
凇
非
常̂

喈
示
^
 

富
，ん
.
で
ゐ
る
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ル
は
自
然
0

滌
伸
を
硏
塊
し.
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*
:
的
社
會 

學
切
.
基
赚
を
作
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第y

卷
忙
漱
t
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會
の
法
則
を
造 

&
上
げ
ん
と

し

てゐ
.
る
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凡
そ
社
會
的
生
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の
奈
る
勢
办
が
存
し
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之

が-s
l
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.

十
の
惰
性
、
即
ち
社
會_的
の
保
啷
主
義
は.&
民
0

*
々
へ
;

こ
め
家
嫉
必
個
賴
を
保
存
す
る'や
ぅ
、
其
の
國
人
に
如 

有
カ
に
代
泰
す
る.
所
、
併
し
こ
は
民
主
的0

保
守
主
_

盥
し
て
ゐ
へ
る
。

.

,
 

,

,

:

.

:

.

で
あ
る
.
。
持
久
㈣

⑽

ち̂

ー
ー
め
擒
性
は
貴
族
の
階
級^

'

.

，
宮
廷
伯
領
K

關

す

る

著
:#

は
、

『

文
化
史』

：中
に
.推
賞 

.

负
る
，。
シ
ュ
タ
ィ.ン
«

流

石

妃

其

め

：
階

級

の

虛

^ ̂

せ
る
方
法
七
細
說
せ
る
範
例
で
あ6

、
又
晒
體
心
理
學 

.
^:

除
*

す
る
こ̂

は
.其
の
•

社
會
的
及
轉
政
治
的
の
勢
力

|

に
寄
與
す
る
つ
も
ぅ
で
企
て6

れ
た
も
の
で
あ
るo

1!
c 

を
强
*

且
-b

持
續
す
る
こ
ヒ
で
あ
か
と
輝
め
て
ゐ.る
？

は
又
國
王
の
縫
慂
を
受
け
て
取
紙
つ
^
、
_ァ
タ
ダ
ス
ブ 

第
二
の
根
本
的
勢
，力
は
元
來
都
；市

に

働

く

運

勸

の

力

で
'

ル
ヒ
の
調
査
杞
於
て
、
同
様
の
試
を
な
し
た
が
、
之
は 

あ
る
。
持
續
の
カ
と
連
動0

カ
‘
の
，
間

に

於

で

、
：
平

衡

を

' «

々
彼
の
傑
作
で
あ
る<

稱
せ
ら
れ
て
ゐ
ゐ0
'
彼
は
到 

.

維
持
し
.
て
行
く
事
の
如
何̂

ょ
つ
'

て
、，.國
家
の
健
康
ビ
：

\

る
處
は
自
然
ミ
人̂

の
.
間

に

於

-け

る

有

機

的

關

係

を

見

幸

福̂
.

が
定
ま
つ
て
來
を
の
で
あ
る
。
リ
ー
ル
1
は

普«

—

出

し

れ

、。

其

の

方

法

は

王

命

に

ょ

つ

て

、

彼

自

ら

編

纂

, 
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の

も0

ょ

り#

殊

の

も

の
R

,

硏

究

を

す

：、

め

て

、

第

.

せ
る『

巴
威
の
國
土
：ビ
人
民』

^

關
す
る
、
協
同
的
大
著 

,

，治
卷
ぬ
於
て
は
社
會
の«
*

.

た
る『

'*
«

』

を
論
じ
、

『
1|
;
.
.;.
*

に

應

用

せ
-.
?

>

れ
、
叉
彼
;0

主
宰
せ
る
三

ュ
ン
へ
y

の
國 

•'

家
^

;

社
會
R

、；
變
動
を
生
ず
れ
：ば
生
ず
る‘丈
け
、
益
家
，

j

民
博
肠
館
の
肆
設
に
も
採
用
せ
ら
れ
た
？
文
明
史
に
對 

,

.族

に

執

着

す

る

』

。
家

族

は

兩

性

間

に

於

け

る

自

然

の

分

■'
.
:す
る
彼
の
功
績
は
、_

術
^

.

重
き
を
®

け
る
點
で
あ
つ. 

業
を
.
基
礎
ど
し
て
ゐ
る
、
而
し
て
文
來
の‘發
達
は
益
兩
ゝ
た
。
音
樂
家
た
り
其.の
批
評
家
た
る
彼
は
、
音
樂
が
詩 

者
の
分
化
を
强
め
る
ビ
。
被
は
個
々
の
家
族
^

特

性

公

又

は

科

學

と

同

じ

く

、
大SI
な
る
文
化
の
要
素
な
る
こ 

與

，
へ

て

ゐ

る

傅

麓

的

又

は

其

他

の

カ

^

注
意
を
促
し
"

.

,

ミ
と
、
音
樂
の
形
式
の
進
化.は
、
撇
逸
it

操
史
上
.の
講

間
‘題
^

懈
决
し
れ
-

主
張
し
★
.
更
に
寺M

建
築
及
び
其 

:

他
過
去
の
記
念
物
は
、
其
叹
國
土
€
人
民
が
例
示
的
歷 

史
f

る
と
し
れ
0

彼
阶
史
籍
の
外
^

、

，
一

千

年

の

獨 

_

の
：生
活
を
通
赍
す
.る
以
自
的
を
以
て
、
.
夥
多
の
物
語
‘
 

を
編
述
し
へ『

各
部
は
小
な
る
浮
®

繪
た
る
.に
lh

-ま
る
も 

全

體

は

；
：
ー

.

0
0:
'

大
.な

名

歷

史

的
\

ノ
ラ
て
を
な
す

』

と
。
 

こ
の
物
語
は
フ
ラ
ィ
タ
-
の
創
作
に
他
し
て
有
機
的
の

.

連
絡
故
く
、.
且
つ
歴
史
：的
で.
は
‘

な
い
が
、
過
去
©
思
想

:
.
,

. 

.

.

.

.

.
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.

芯
間
圍
を
明
が
忙
す
る
に.は

：
大

な

る

價

値

&

ぁ

つ|2
0

.

:
自
然
V

J

A

Wの
關
係
を
說
く
洞
察
し
れ
る
彼
は
、
：他 

の
”要
素
即
ち
國
家
に
對
し
て
、比
較
的
冷
淡
で
ぁ
つ
た
。
 

微
«
グ
タ
ム
へ
ビ
同
じ
ぐ
、個
脞
ょ
ヴ
も
典
型
：を
好
ん
だ
。
 

彼
は
博
識
0

人
.で
は

f

、
，
先

づ

生

け

る

人

や

を

見

‘
、
： 

然

る

：
後K
.初
め
で
印
刷
さ
れ
ぬ
言
葉
を
見
れ
o

彼
は
中 

世

拉

つ

い

，
て

殆

^

知
る
所
な
ぐ
、
歷
史
家
中
で
の
最
も 

學
究
的
5

ら
ざ
る
も
の
で
•あ
っ
'た
。
.-

彼
0

功
績
は
人
良 

里

#

^

盡
ぎ
ぬ
輿
味
を
方
歌
し
、「

且
づ
.如
何
な
る
势

.力
に
ょ
つ
て
生
活
が
決
定
.せ
ら
れ
る
か
、
如
何
な
る
祖 

，
路
を
取
つ
て
之
が
表
現
せ
^

る
>
か
を
穿
盤
せ
る
點
で 

あ
る
。
ゴ
.
ト
.
\
バ

ム
は
時
人
ガ
タ
ー
ル
の
描
寫
を
歡
迎 

し
、'
觀
察
ビ
發
見
を
な
す
ベ
ぐ
遠
足
ft

出

®

け

た

る

有 

|

樣
を
述
.ベV

ゐ
る
。
リ
ー
ル
は
.文
明
史
を
ば
眞
の
糜
史 

哲
學
で
あ
る
S

述
べ
て
、
そ
の
た
.め
^
至
高
の
要
求
を 

な
し
、
又
政
治V

J

文
化
の
反
目
を
認
む
る
こ
S

を
拒
み
、
 

『

對
立
主
義
は
滑
え
去
ク
て
、文
明
史
は
國
家
や
敎
會
や 

|

藝
術
や
其
他
0.

部
門
を
枝
葉
ビ
す
る
，幹
€

な

る

，
で

あ

ら 

う

.

』

ビ
o

■.
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同
じ
く
«.
,情
强
&

觸
逸
人
、
グ
ス
タ*—
フ
• 

フ
ラ
ィ
タV

は
、
、獨
衡
民
族0

歷

史

活

を

編

み

出
 

| 

.さ
ん
迄
企
て
た
る?,
-
.^.

化
於
て
、
更
に
一
層
の
人
氣
を
'• 

博
し
托
。
メ
ラ
ー
グ
人
の
世
界
と
接
近
ぜ
る
こ
ミ
が
、 

.人
種
的
自
覺
を
强
め̂
る
シ
レ̂

K

の
地
に
生
れ
*
彼 

は
、.
早
く
ょ
b

獨
逸
0

文

擧

ヒ

藤

史

く

興

跋

を

感
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じ
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マ
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世
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.撕
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辦
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^
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傅
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八
银
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事
變
は
_

政
0 ;
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€

か
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，办

修

グ
ジ
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S
於
テ
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紙
を
買
挽
し
ぜ 

事
ィ
、ブ
參t.
{̂

移
が
彳
グ
爸
不.

#

を
砑
主JU,

卯
^
.
勒 

邀
識
4 

.の
機
^

g

,'^
し
た
。:-
'

-

^

^
ぼ̂
，政
.治
も
歷
史
を

舊

f

冷
？
：彼̂

.『

猶
瓶
f

り』

が
n

;

A

五
1

.

¥
 

•

ょ
が
徽
表
さ
る
、
比
茧
つ
た
の.ば

、
：
本

紙

上

は

於

て

-
あ 

$

^

0,
0
^

彼

は

南

傅0 :

41
^
m

し

，
m

ぐ

、

『

政

治.

. 

'
的
事
伸
の
襄
に
階
撤
匕
な
つ
て
^

へ
る
.人
民
の
坐©

ば
. 

封
に

予

の
t

rT
J
な
る
注
意
史
別
が_

ど
。
彼
は
鮮
數0
 

小
冊
子
、
引
礼
、
版

鑛̂

靜

觀

£
を
蒐«
し
，忆

。,
『

予

穴
六

史
家
の
作
品
な
ら̂5
る
も
•
暴
一^
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又
學
者
ょ
が 

も
1:

#

.

に
賞
讃
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§

蛉

壞

ば

同

時
ft

：
愛

響

の
 

著
述
で
各
あ
が、
，
' 科

學

激

办

も

あ
k

.

、
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i

術 

家
の
作
品
.
で
も
.あ
■

雄
ダ̂
'
#

丨

'K」

は
吾
人
办
摔 

て
.
る
最
上
の
獨
逸
史
货
あ.
な
令
.
#

&

'之

が

‘
過

言

卞

あ

る
 

'
と
‘す
れ
ば
、
吾
人
は
良
獨
逸
史
ょ
り
吾
人
の
望
む

所

の

も)

の
を
フ
其
他
砂
何̂

お
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も
多
く
#

中
：に
見
出
す』
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史
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。
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に
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で
■

猶
の
知
識
を
得
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名
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が

冬

い

。
？
彼

は

，

<

 

民
に
窜
き
を
掌
い
て
、
：
エ.千
、卜 

^

孩
づ
是
等
の
小
本
、に:$
へ
る
め
:1
?

'

ぁ
ー
る
。.
.
之
に
つ
；い
；

の
、距
離
は
統

|

を
■

へ
、
當
代
の
證
癖
を#'
萃
し
で
、 

ゼ

大

册

ば

少

し

も

い

ふ

所

.

_

ト

し

響

。
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去

：
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前
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麻
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め
.
だ
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辆
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を
琎 
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獅
‘
逸̂

ほ
の
古
今
の
生
活
をM

卷
9

中

炫

通
#

ぜ

.
，
想

化

す

る

の

隸

惑

を

猶

げ

：
‘
、' 

獨
逸
人
はf

古
の
盛
時
.

』

を 

.

る
、
フ
チ
イ
タ
->
>

の『

狐

规
'0
:

«;

去
5

«

影』

は
、專
1

:

的

'■
'

求
む
ゲ
も
得
ず
-ヽ

過
寒
の
举
勝
は-
ぼ

の

ー

時

期

に

於

-
ず

も

:'
4

日

ぁ

名.
^

^
 

%

貧

乏̂

しH

暮

じ

豪

ら

家

族
5

都
.
市

，

迷

信

ビ
.
罪

惡

、.泥

櫸

と

警

宫

を

寫

し

^

0 

殆

ど

安

泰
1

權
利
も
戤
論
ビ
い
ふ
べ§

も
の
も
な
く
、

一

:世

紀

獨

穿

返

營
:#

た
本
戳
役
の
、
道
德
上
及

：

び 

#

に
.

#

人
の
賴
»

は
：自
由
に
乏
し̂

つ

た

气

彼

は

民

物

質

土

％

於け
，
る'不
.
幸
を
、,
か
ぐ
^

3i
i

く

示

せ

る

史

家

は
な
'

い
。

：

，
■

-
」

#

め
：た
め̂

個
人
を
{
3心
る
y
の
危
險
に
陷
ら
ず
、
奮
て 

.-
(

文
朋
は
煺
々
古
蓊
屋.0
や

：
ぅ

卜

誰

も

著

手

！

，
い

衣

服 

.

の

如

べ

さ

れ

气

ゐ

：
る

孓

い

ひ

、
；
中

心

人

物

0

偕
値
を
十 

■

分
に
了
霄
し.
贫

ゐ

龙

？
缺

は

力

I

ル
^
#
に
於
て
初
め 

て
.
印
象
强
&

A

物
に
出
遭
り
た
。
少
し
く
降
つ.て
核
.

『

眞 

の， 1
^
,

虹
ヤ
最
後
の
«

逸
皇
帝』

'
せ

見

る

ベ

さ

一

ル

^

.
P
ッ'サ
は
：愛
慕
の
念
を
以
て
描
寫
甘
ら
れ
たo

^

w全 

〕

體
.
の
中>

$
?
!

ル
1

K

ル
に̂

中
せ
ら
れ
て
b

る

、
，
を

し
 

そ)
」

‘

の
改
軍
漭
の
她
寫
は.
新
敎
：國
«

逸
'

0

大
切
な
る
寶 

-

物
名
な
'

;

0た
。
%

ざ
之
に
壞
ら
ダ
る
描
寫
は
フ
ジt
 

K 

:
-
|

-^
大

寒

の

事

業

及

び

性

播

の

.
詳

細

な

る
研

究
-l
r

P
3
. 

4

等
0

人

物

の

猫

瀉

が

本

書

^

最

名

人

氣

を
m

li

*
;
る

孤
.
:

」

本
書
は
_

逸

：
の

銃

：

1

务
緖
片
つ
'

い
れj

八
六
六
年
に 

^

完

結

を

暮

た

。
嫄
は
飽
じ
て.、
^

こ

の

年

、
_

懲

^

は

多 

.

數
o

j

.

の
紀
民
族
0

大
移
數
叉
は
十
字
祺
の
如
く
^
綠 

j

遠

：ぐ

な

れ

る

'

も
*0
,
、
即
ち
國
象
を
収6

返
し
れ
。
獨
逸 

メ

，
人

た

る

事

が

喜

i

な
.
つ
.
た

；
。
：
'
や

が

て

諸

國

民

間

に

*

な 

-

务

名

擧

芯-?れ

る

で

ぁ
&

ぅ』

.
さ

。
パ

ー

デ
'

ン

國

のi:
E2 

:

で

ぁ

つ

％

且

つ

；
獨

逸

統

1

,

:

0ニ
方
の
萸
將
な
る
、
彼
の 

|

 

.友

人『

マ

チ

ー

.

』

め
»

記
.
^

、
-
'の
話
の
別
；の
形̂

て
繼 

.

續
せ
る
も
め
と
見&

れ
る
デ
然
し
獨
逸
人
民
の
生
®
の 

L

懈

濟

者

と

し

，
て

0

彼

の

：
.
事

業

は

、

之

：

f

以

て

完

成
^

：

i

な
，か
：つ
於
。
彼
勉
自
傳
;0
中
化
、
彼
が
1

子
^
隨
行 

•孽

ぁ

.る
な
ら
ば
，
三
士
年
.

■

|

れ

は

又

最

も

珍

：f

1

A

:七
Q
年
の
®

#
於
小
說
2

先』

の
中
に
洁
蹓 

一®

^

^
部
分
I

:
ち

.

.彼
は
I

せ
陣
營
1

:

7村
.

f

 

®想
を
生
ず
：る
|

_

[:
-肴
樣
努
說
¥

ゐ
|

 

こ
.、
雜汁四卷：

.，(

.匚审

」
)

_
,韻ハ

.錄

;1
十淑厳

'0
.
4
史̂及

.ぴ

.文明史乘：

：

:
'
.第丸麵

:



率

四

，

パ
：
1
ニ】；

七

…

_ 

>

錄

丨.

第

十

潘

想

衆

明

史

及

ぴ

文

明

史

家

T

.

麗

苠

.族

の

全

：歷

史

^

彼

0
.
:眼

前1
2
:地

感

の

如

：く

に

—

 

開
.
せ
'る
や
ぅ
で
ぁ
る
.。
彼
は
い
ふ
、

『

予
は
常
に
人
ど
祖 

先
：

V
i

 

0

關
係
に
、
祖
先
が
養
ビ
肉
ビ
の
上
に
及.ぼ
す
#

.

.秘
的
；の.
影
響
に
.

深
甚
の
興
味
を
感
じ
た
"
.
科
皋
の
测 

j

得
ざ
る
所
の
も
'の
を
詩
人
は
企
て
得
る

』

ビ
>

彼
は
一 

つ
の
家
*

が
獨̂

&

の
決
定
的
»

#

お
11

係

^
:
な

け

れ 

ば
身
e>
-

な

：
い

や

ぅ
S

計
窬
を
立
て
れ
。：
一
'

八
七
一
一
年
に

.
‘
 

出
れ『

祖
先』

の

第
1
:
顧
は
-«

啦
禍
の
際
に
於
け
る
ィ
ン’

ゴ
丨
'0

速
命
を
述
べ
、.
第
一
l

M
'l
i

ス.
ラ

、グ
ー
入
の
.
東

部

侵
 

入
で
ボ
.
一
一
フ
ァ
.
キ
.
ゥ
ス
の
滴
谁
を
述：

ベ
、
第
三
•
四
話
は 

.

騎
.±

道
^

興
廢
を
猫
.

S
:
:
H

ゐ
：る
。.
第

五

.
話

は

宗

敎

改

苹
 

に
：辭
を
進
め
、波
蘭
の
治
甲
にぁ
力

乍

ら

、
感

愤

に

於

て

：
一 

は
:*

敗
：§

-«

る

、
ト

ル

：
シ

.
市
の
.'
:

1
:商
人
ゆ
生
活
に.
、
之
を
ノ| 

映
寫
し
て
ゐ
る
。
巒
ハ
話
は.三

十

年

：戰

役

，を

、
第

七

話

は
 

フ

タI

ド

リ
f
c o

タ
ィ
ル
：
；
へ
:>
"

ム-
世
の
治
世
を
描
き
、 

锻
後
の
第
八
話
は
自
由
戰
役
を
述
：，ベ
、
己

が

I

家
に
關 

聯
せ
：.る
，事
項
を
.
書
き
込
ん
で
ゐ
る.
、_ 

Z

の
家
族
0

最

後
.

第
九
號.

八
八
：
 

.

の
マ
員
«'

る
：彼
ク
即
ち
戰
勝
主
は
ニ
八
陴
八
年
^
記
者 

S

な

つ
,^
?

フ
ラ
七
タ
.
ハ
は
其
著
を
、
八
部
を
な
す
合 

奏
_

で
あ
る

S

述
べ
て
ゐ
.
る
が
、
併
し
個
人
は
時
代.の
：
 

»

承
#

と
し
て
示
？
れ:̂
る
.
も

、

彼

は

連

綿

た

る

:#
統 

•

の
鎖
に
i

つ
て
、
決
し
て
刺
限
も
拘
束
も
さ
れ
な
か
つ 

た
、
祖
先
は
靈
感.
で
.
.あ
.
つ•
て
®

荷
で
は
な
か
つ.
た
。
獨 

佛
戰
役
後
の
數
年
間
、：盛
^
耽
讃
せ
ら
れ
.た

『

祖
先』

は
、 

過
去
の
記
臆
を
鮮.
か
に
：傳

へ

た

。

本
書
は
シ
ラ
ー
の
戯

曲『

フ
ー
レ
ン
シ
ュ
タ
ィ
ン

』

が『

三
十
年
戰
役』 .

i

生

れ
出
で
た
：
'る
ど
同
じ
く
、
詩
的
描
寫
匕.し
て『

而
影』

に 

代
，は
る
ベ
きi

®

1?

あ
る
。
雨
書
は
共
に
他
の
何
人
の 

.

記
述
に
■
も

優

て

、

全

世

界

，
の

獨

逸

人

に

、

自

己

の

®

史 

に
對
す
る
興
味
を
與
へ
れ
の
で
あ
る
。

'

タ
！

ル
ぐJ

フ
ラ
ィ
タ
ハ
ヾ
し
が
、
獨
逸
民
族
の
運
命
^
 

精
力
を
傾
注
し
た
るM{t
反
し
て

、

濟

«

を

拔

け

る

.
、、

フ
.ル 

.

ク
->
*

ル
ト
は
、
寧
ろ
精
神‘
生
活
に
注
意
を
柳
つ
た
。
彼 

Q

主
題
は
思
想
ビ
行
爲
、
宗

敎

術

、
學
問
ど
思
辨
、

換
言
^

れ
ば
精
神
的
及
び
，道
徳
な
る
過
去
の
空
氣
の
祓 

寫
で
ぁ
つ
た
。
リ
ト
ル
の
農
民
に
於
け
る
が
如
く
ぐ
彼 

は
精
華
.
を
愛
好
し
た
0:

共
に
歷
圯
の
範
圍
の
擴
罾
た
胄，.
 

献
し
た
る
も
、
ソI

ル
が
自
國
の
事
の
み
を
記
し
、
殆 

.

ど
國
外
に
，知
ら
れ
な
か
つ
た
に■反
し
；、
彼
の
視
界
は
文 

化
の
全
局
を
蔽
ひ"
彼
の
名
職
は
諸
國
にV

傅
は
つ
た
。 

彼
は
鄕
M

バ
}
ゼ
ゲ
に
て
«

^
を
舉
び
た
る
後
、

間
も 

な
く
歴
史
の
硏
究
に
移6

、
.伯
林
大
學
に
ベ
ッ
ク
、
ャ
コ 

.ブ
V
:ダ
タ
ム
及
び
ラ
ン
ヶ
の
_
_
を
聞&
た
る
が
，最
も 

注
意
を
引
き
^
る
は
、
其
頌
出
版
を
初
め
つ
ゝ
ぁ
つ
た 

『

藝
術
史』

の
著
者
、
フ
ラ
シ
ッ•
ク
ダ
ラ
ー
で
ぁ
つ
た
。 

彼
は
ニ
十
才
の
頃
、
旣
に
瑞
西
の
寺
院
に
つ
'&

て
：.著

述 

し
、
ボ
ン
大
學k

入
り
て
は
.、
ラ
ィ
ン
の
敎
會
は
つ
い 

て
記
し
た
。：

A

g

r

四
年
に
、

バ
ーv

ル
大
學
の
歷
史 

及
'び
；藝
術
め
講
師
に
任
命
せ
ら
れ
、
其
後
：半
世
紀
間
、 

彼
0
講
堂
は
熱
心
な
る
聽
講
者
々
以
て
充
し
气

1

八 

-

七
四
年
ク
グ
ラ1

の
：ま
は
應
&

弋
、『

馨

.
便
鼙』

女
編

第
十
四
卷' 

(
I
T

一
七1

1
1
)

雜
.

錄
.

.

第
十
九
世
紀£

.

述
し
"

向
，己
の
.
蒐
集
せ
し
資
料
の
多
く
を
秫
入
し
た
。

ブ
y

ク
ハ
ル
ト
の
努
力
は
、
是
迄
主S
し
て
藝
術
0
 

M

世
界
に
於
て
V

あ
つ
た
が
、
注
目
す
ベ
き
最
初
の
作
は
、 

彼
が
文
化
の
他
の
方
面
た
も
、«

眼
を
具
へ
.て
ゐ
る
事 

一
を
示
し
た
。

一
八
：四
ニ
年
彼
は
記
し
て
日
く
、

『
予
は
背 
.■

景
に
重
き
を
if

：
ぐ
、
こ
は
予
が
ー
身
を
捧'げ
ん
^

す
る
、 

文
：明
史
に
ょ
つ
て
充
さ
れ
：る

』

と
。
一
八
五
ニ
牟
出
版
の 

一『

：コ
ン
ス
タ
ン
チ
ヌ
ス.大
帝
時
代』

は
：
急
激
な
る
過
渡 

一
期
の
.

特
徵
を
摑
む
事
を
目
的V

し
た
。
彼
は
講
義
の
ノ 

I

I

ト
を
作
ら
ん
が
た
め
に
第
四
世
紀
を
硏
究
し
て
、

一 

|

般
に
.そ
の
周
圈
を
無
覦
せ
る
事
に
驚
か3

れ
た
。
彼
は 

\

主
ね
る
特
質
が
不
安
め
狀
態
で
あ
り
、
主
^

る
傾
向
が
，
 

\

»

奇
の
憧：

憬
で
あ
る1

時
期
の
心
^
を
描
豸
せ
ん
こ
ミ 

を
欲
し
れ
。
彼
は
舊
世
界
に
.於
て
腐
朽
し
醱
酵
し
て
基 

督
敎
め
た

め

R

道
.を
幽
：け
る
耍
素
を
評
し
穴
る
も、

n

 

帝
を
純
然
ft

る
世
俗
，の®

心
^

動

か

さ

れ

れ

"

機

略

に
 

富
め
る
食
際
家
で,*
^

'̂
.
し
た
。

コ#

の

信

仰

.ゆ

神

秘
 

<

明
史
及
ぴ
；文
明
史
寒

.

.

.

•

 

'
第
九
號.
.

八

九

，



,

,

鄉

十

四

卷(
一
.

ニ
七
四)

雜
.

' 

* へ
 

' 

■
, 

.

龙
あ
：る
ビ
唱
ふ
る
論
着
に
對
し
ず
、

-
答
；へ-
^
:
,る
.

の̂

か
，、
«

瞥
.敎
ば
.
公
0

.

宗
敎
&
®
る
や
缸 

化
®

落
む
、•
立
派̂

K

士
.
は
禁
欲
.
生
活
t

修
道
f

 

.

&
 

家

を

求

め

た

。
，
而

w

p

彼
は
舊
世
界
は
蠻
人
や
基
#
敎 

に〉

ょ：

つ
て
破
壤
冶
れ
泠
る̂

あ

ら

で

自

ち

倒

れ

^

の

で 

乾
る
と
精
ん
で̂

る

,0
一
 

鐘

じ

：て

彼
'
を

|

流

の

史

家

：
に 

:

加
-

た
本
誉
は
.

、
學
者
0

傭

迎

を

受

け

、

％

ル
，
ッ
i

ル 

の
如」

き
:1
>

>

 X

チ
ウ
A

m

l
の
具
摯
な
.
.
6.硏

究

者

を

出

さ
 

し

め

，
し

も
.
、
決
し
て
民
衆
の̂

氣
を
博
さ
な
か
つ
た
。

彼
^

最
初
め
.
熱
烈
な
各
1

:

は
翁
術
で
あ
0

た
:'
-

°

彼 

li
r

M

帝
時
代1

の
売
成
後
、

：

曾
て」

遊
む
た
る
こ
¥
あ 

名
#

太
：利
に
一
年
有
餘
を®

り
、
0

の
結
*『

チ
チ
工
ロ

&

:
 

”
|

^

*

»

世
賴
の
、
文_

史

，及

が

文

，明

史
.家

.'
‘ 

, 

.

S
九

號
.

.

-
A
O

、•
.
容
も
良
入
':
<!*;

ぢ
な
0

ー
た
ャ
彼
戍
初»]
の
«

築

研

究

,

ゴ 

,'
■.ン

マ

ク

武

な

0

6

辉

A

拘

ず

、
復
興
を.
碰

一

に

賞

揚

し

、 

.

.
空
間
の
取
扱
方
に®

劍
の
讀
あ
る
’

こ̂
.

を
：力
說
し
れI 

.

液
®

勝

婴

十

分

に

解

か

つ

：が
、
：鑰
辮
は
對
ず
る 

j

 

_

斷
に
：

S

見
る
？
 

&

も
.
の
が
あ
つ
た
。
彼
は
^
統
や
尊 

.

内
家
，ゆ
說
忆
鑛
著
な
ぐ
ヴ
本
書
を®

じ
て
自
己
0

«
象 

を
述
.

ベ
た
。鐵
興
期
©

»

術
5:
'

雙

し
^

る
後
、
彼
は
畆 

0

方
面
©

碑
究
：に
：移
り
、
，コ
帝
時
代
凇
適
用
せ
名
ど
同 

| 

:じ
筆
法
靶
用
：
61
'
で
、
，$

^

利
の
分
析
を
試
む.
る
に
決
し
-
 

•
た
。新
硏
究
は
前
者
ょ
々
も'2
'
'‘く
彼
^
適

合
.̂
て

ゐ.
た
，
。

\

基

#

敎

に

對

し

て

餘

，
り

同

情

•
な

S

彼

は

.
第

四
®

紀
の
或 

_ 

j  
'る
方
：面
を
遡
會
し
得K

ん
だ
が
、
放
奔
な
る
知
，力-
'輪 

1

ネ1

S

稱
す
る
伊
太
刺
美
術
燊&

か
い
^

。
‘
本
*

:
 \ 

.
術

の

.溢
る
S

第
十
五
世
紀
を
十
分
代
會
得
し
穴 

社
，ク#

ラ
ー
及
び
他
.
の
®

術
史
家
ょ
り
亂
な
ズ̂

^

を
:

I

八
六
0

#

刊

行

の『

文
廳
«:

典

期

の

文

化

』

：
は

>

ね
 

t«
b

*

'5

も

、
伊
太
利
旅
行
に
隹
額
の
經
费
を
寒
せ'^
に
歴
史
：の
.、傑
作
中̂

加

，
へ

ら

れ

、

世

^

文

朋

史

の
^

11 

#

.

時
の
事
ど
て
、
多
年!0
谰

賣

行
'3
>

德
る
；か
タ
々
が
、他

：
:■
:

•な
る
こ
ミ
を
*:
*

.

し
、
a

'-
9

.

^

{の
.
一
派
ヒ
し
て
文
明
史 

人
の
.：改
|1
^
^
る

新

版
,«
旅
行
者
0
手
.
引
せ
.
^
截

擧

者

fc
^
^
:を
高
め
：̂
。.
彼
：は
，い
ぶ
、
中
世
化
於
て
人
は
谐

'

襲
酿
搏
家
族
の
士
員
戈
ぁ
り
、
：：社
會
は
は
階
雜
制
度

 

' 

;を
放
ク
.
扠
，

' 
- 

が

行

ぼ

れ

：
フ

篇

‘
_

:

高

の

威

霧

缓

，
て

4

た

ャ

文
'-
:;
;̂
^

:

^

:
§

^

共
^

^

5

£

^

^個
性
&

撖

す

る

乙

，
ぢ

、

' 

,

_

K、
一
速
は
？'
る
'
.
ベ

く

ぢ
.«
,か

：
：
つ
.
た
。
本
書
の
終
を

バ
な̂

^

,"
:

】

霉
玲
桎
櫸
は
破
も
»

肖
己
，の

表

復

終
§

^

s

€

f

§

^

%

s

0

i

§

^

.

.

.

.

.
 

,
 

.
'
‘

■ 

•
.局
0
.目
檩
ぐ
し
な
令
々
嫌
界
^

人
^

對

す.
$新
じ
き
#

儐

.1 

,
:t

代
.：®
汚

：點

黑^
れ

：
る
：
無

限
:(
&

«

疑

.

^

&ほ

：
る
；
>:

辛

っ
];
^

>̂
??

タ
||
1

フ
.リ
^
-ド
タ
.ヒ
.-
4

一
 

ふ«
ネ
迷
倩
、

：

組
慕
ビ
.獸
慾
性
を
隱
蔽
せ
ん
^
、
企
て
な 

'
I

S

M

?

 

.

.

か
沒
泠
。
錄

..
»

ヶ
1

ザ
％

，
ボ
：
ル
：ジ

-

ァ

ビ.
.シ
ギ
；
メ
.

モ

ン-

.
鹿

轰

な

炉

：
つ
，

*
が
^

完令な
霧か、

.
' 
.:.ト
T

ラ
名ス

：.

タ
!<
:
於
次
麗
心
な
き
罪
惡Q

H

愛』

ic 

;■
:

:

;.齋

^

?

:€
^

て

馨

：の;(
[

1

界
(̂

於
5

、.
働
乂
寫
6

れ

‘
',
.
1驚

か

さ

，
れ

择

名

：も

、
：
：
上

流

：階

級

.0

鞔

質

た6

锨

懂

難
 

ヘ
リ：：
る
:&

ぜ̂

寒

つ

；
.
沒

『

|

|

:

+

*

1篇

は

殊

に

寒
_

多

：駿

：

1

。
即
A

憚

る

；
處
0;
;8

個

人

主_

が
>

堀
$

に
»

0

§

I 

■'

■

枒

の
©

紀
.
で̂

&

』

是

馨
1

奧
^

,

べ
：
&

人

間0
.

茁

：
.

を

：な

せ

：

.
る
，條
#

^

^

れ
ー
る
‘
こ
：春

禅

會

し
.
咚

『

據
鐵
期
，
 

'

.

;汾

生

奮

，允

る

±

證

、
：_

的
^

^

の
，感
激
し
.
易
き
.
ニ

，
の
；

^

<

:

は
薪
1

歡
頭
の
巨
濤
に
：
—

<

;ね
ば
な
：ら：
$

.

.

署

，
上
*

吹
«

雪

«

籍
爲
復
活
，
論

威
0

絜
颓
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^

.
:

信
仰
0

i

なu

の
#

多
の
*

素
f

m

來
t

a

枚

。

§

輯

不

本

べ

：
.
.き
代
表
素
长«

づ
.な
^
屈
迓 

■'
#

君
^
-傭
兵
0

隊
長
ヒ
ば'*
遨

の

讓

ぁ

：
^

4

，
：，做

て

：
i

m

ぁ
各
'
に
：も
拘5

ず

、
へ

文

酶

囊

は

近

世0

着 

-
ほ
大
型
杞
鑄
込
ま
れ
为
政
治
的
痛
#

^

:

ぁ̂
'つ
.炫

。
.勝

‘
.
.：で
も
つ
た
。
彼
の
，傑
作
は
鹰
：史
文
學
屮
の
最
も
»
劍
に 

-

錄

貴

.交

達

は

前

後

婦

：人

貴

杉

る
'こ
：̂
な

穸

光

彩
.

富
^

る
：著
雛0

:
1

で
肩
つ
泠::
°

多
数
め
讀̂
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^
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第

十

四

盤(
1

ニ
七
六)

，

雜
錄
笫
十
九
世
祁
の
文
明
史
，及
び
文
明
史
家
.：

 

笫

九

够

九
！1

逸
せ
，名
f

を
遺
慽
名
し
た
マ
而
し
て
タI

V

M

、
吾 

,

人
は
之
を
逸
；せ̂

^

,

、
菩
人
は
錄
術
家
ビ
レ
て
の

」 

人
1

ぢ
も
、
人
と
し
て0

人
t

e

、

一，層
多
く
の
興
味
を 

'

有
！^
^

な
.
れ
ば
ど
辯
’
じ
た
‘
る
も
、
乙
-は
文
明
の
通
查
を 

.

‘

不
廣
杂
に
し
れ
、
又
中
世
の
縢
朧
ょ6

文
.鱗
復
興
期
の 

目
眩
き
飾
光
に
至
：る
推
移
の
早
き
を
：誇
張
し
て
ゐ
る
ビ 

非

難

す

：る

，も

の

.
が
ぁ
る
。
復
與
期
の
文
書k

對
す
る
彼 

.

1

識
^

^

汎
で
ぁ
つ
た
が
、
中
世
に
は
徹
底
し
な
か 

:
:

.

づ
れ
。
成

る

評

者

は

筏

興

期

に

_
對

す

る

彼

の

觀

察

は

餘
 

、
パ
令
に
阿
諂
的
で
ぁ
る
士
し
、
又
政
治
に
關
ず
る
評
論
は
，
 

r 

分

で
:*
.
:る
？
®

評
も
ぁ
る
。
最
迸
の
最
も
峻
烈
な
：
 

^

&

者
ほ
文
藝
復
興
が
如
何
に
し
ズ.始
ま
&

、
.

如
何
に
,
 

し
：
，て
、
發

展

し

た

る

.
か
の
說
明
を
缺
ぎ
、
伊
太
利
文
化
の

‘I 

」

：#

^

的
基
礎
を
見
落
し
、
、旦
つ.作
者
^

對
す
る
彼
.
の
：通 

奪

は

き

：
世

代

：の

前

後

を

混

同

せ

^

^

歎
ず
る
も
、
是
等 

:

の
；批
評
は
'『

文
'
.書
に
存
す
.
る
文
明
史
中
の
、..最

も

徹

底
'
 

'

灌

む

:^(

且
つ
.
最
免
精
巧
な
る
論
文』

笔
ァ
ク
ト
シ
卿.

'
の

讃

辭

を

得

た

る

，
、

.
本
書
の
名
聲
を.
知
ら
.ざ
名
も
の
で 

あ
：る「

0 

,

.

爾
來
四
十
年
の
苌
騫
を
全
ぅ
し
た
る
彼
は
、
他
の
著 

述
を
出
3

.な

.
：か
つ
^
。
彼
は
講
義
に
無
限
の
苦
心
を
積 

\

ん
：だ
。
其
の
該
博
な
る-
知
識
ヒ
獅
創
S

は
二 
I

チ
-
や
其 

I

他
の
.聽
講
者
の
知
る
處
で
あ.
る
。
彼
ゆ
老
史
家
ラ
ン
ヶ 

の
，退
隱
に
際
し、
' 

阿
諂
的
に
提
供̂

れ

た

る

伯

林

：大

學 

^

.

於
げ
る
講
座
を
峻
拒
し
为
。
.

其

_の

晚

年

の

主

れ

る

仕
 

事
は
、
そ
の
講
義
を
基
礎̂

し

て

、
.
-
ギ

リ

シ

ャ

文

明

の
 

百
科
辭
書
的
通
赍
で
ぁ
つ
衣"

！
八
九
%

年
臨
終
の
際
、

| 

ニ
.
卷

廣

に

脱

稿

し

、
他
の
ニ
卷
は
門
弟
の
手
化
ょ
つ 

マ
て
敗
版
の
準
備
中
で
ぁ
つ
た
。
彼
は
一
八
六
八
年
古
學 

:
の
精
神
に
つ
き
敎
案
を
立
て
數
年
の
間
屢
ギ
リ
シ
•

ャ
に
‘
 

‘

つ
い
て
講
述
し
、
聽
講
者
に
迫
ら
れ
-て
之
を
手
記
し
た 

る
：も
V
 

'出
版
すV

 

く
餘
6

に
木
.
完
全
で
あ
る
ビ
の

#

念
.

.

を
打
破
ず
る
こ

-

が
出
來
ず
>

:

臨
終
に
_
及
ん
.で
猶
ぐ
其 

•

の
許
可
を
與
：へ*

の
で
あ
つ
た
。
，故
に
本
書
の
不
完
全

.

家
ょ
b

す
る
酷
評
に
對
し
て
は
右
の
事®''
'

を
記 

:

臆
せ
.
ね

ば

な

ら

ぬ
v°
,
 

‘ 

，

.

:
治
;0『

ギ
>

レ
：ャ
文
朋̂
3

は
#

細
化
百
¥

旦
つ
包
括

ト
的̂

る
a

奔

で

ぁ

、
る

。
彼

は

『

_

0

文

化

は

權

カ
'{
:

:
ょ

• 

■ 

.

.

.

. 

: 

. 

•

,、

:
0

て
：
安

固

ど

な

#

る

處̂

»

>

得

：る0

み』

.
^
說

き

輊
 

_

ら
い
，肩
ほ
文
化
飞
政
治
金
結̂

付

け

ず

、
、
、
夫

才

の

至
高 

の

''
#

威
^

E
め

、

殊̂
獻

術

は
國
家

の
微
弱
な
る
^
き 

.

に

繁

榮

し
.
得

ベ

き

を

譃

め

^

。
：
^

敎

に

は#

ー
、
卷

を

充

： 

て

、

第

三

.卷

は

藝

術

 

<

 文

學

、
科

學
V

Jff

學
'!
:

,
論
じ
た
パ 

る
も
、
第
四
卷
は

ホ
1

マ
.丨
ょ
b

パ
ゥ
ナ
ニ
ァ
ス

に
菜
, 

る
、
ギ
ク
シ
'

ャ
個
性
の
連
續
的
發
展
を
說
き
、，
ギ
タン 

ャ
世
界
の
a

想
化
ヒ
拒
ん̂

。
彼
が
取
門
家
次
ら
ざV

:

 

し
こ
^

^

、
他
の
方
面̂

て
锻
へ
た
る
見
識
を
具_
へ
て

' 

晚
华
ギ
ソ
シ
ャ
に
旅
行
せ
る

K
J

ビ

の
事
實
は
、
本
書
に 

異
常
な
る
活
氣
を
加
へ
た
。
其
の
描
篇'0際
立
：て
る
特 

徵
诛
、
影Q

濃
身
に
せ
で
あ
る
。
曾
て
'文
®
復
興
に
肢 

耀
せ
ち
ビ
の
非
雛
を
受
け
た
彼
は
、
希
臘
に
眩
惑
，さ
る
，

V

乙
す
は
な
が
つ4

^

彼
ば
殘
忍
が
狹
貴
、
奴
隸
制
度 

の
、汚

點

を

說

：
い

た

。
ブ

V

ク
パ

,

ト
は
«

.

的
生
®

を
^

、 

そ
の
表
出
の
餱
件
.̂
.る
形
式
や
刺
度
な̂

0#

#
ょ
り 

も

重

じ

れ

。

：

テ

ー

ン

：
の
：魏

情

を

そ

公

K

y

た
る
'

は
.、

時

代 

、精
神
紀
徹
底
し
、
雛
問
を
看
破
ず

る

#

®
力
で
あ
つ
た
。 

彼
は
：又
顧
る
個
人
的
で
あ

0

て
、.
決

し

て

一

派

を

立

；
つ 

ハ
る
乙
ビ§

か
つ
；^

併

し一

時
期
成
は
：

一

民
族
の
心 

理
を
解
釋
.
せ
ん
？
企V

t2
る
史
家
に
.
し
'
で
、
彼
の
：流
を 

汲
ま
ざ
る
も
の.
が
、
何
處
：に
あ
る
：で
み&

う
か
。

ゲ

ゼ

ル

の

虿

由
_

-

&

k
w
~
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、
-

乾

：
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